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 ２８年６月の各新聞に掲載された記事の中で、今年度の「青少年のネット非

行・被害対策情報」で未配信の情報を一覧にしました。 
 

６/３ 

●県内でリベンジポルノ初摘発 

 逮捕容疑は、元交際相手の上半身裸の画像をＳＮＳ上に掲載した疑いによるもの。画像はすでにＳＮ

Ｓの管理者が削除した。容疑者と被害者は交流サイトを通じて付き合い始めたが、「しつこく連絡してく

る」と警察に相談があり、捜査の過程で、画像が投稿されていることが分かった。 

（参考：福井新聞、日刊県民福井） 

６/５ 

●ネット依存、あなたは大丈夫？ 

 □ネットに心を奪われていると感じる 

 □ネットを使う時間をだんだん長くしないと満足できない 

 □ネットの使用制限を試みてもうまくいかなかった 

 □制限すると、気持ちが沈んだり、イライラしたりする 

 □使い始めに考えていたより、長時間オンラインで過ごす 

 □ネットのために、人間関係や勉強の機会などを失いそうになった 

 □熱中しすぎを隠すため、うそをついたことがある 

 □無気力や不安などから解放される方法としてネットを使う         （引用：朝日新聞） 

６/９ 

●Ｂ－ＣＡＳ不要視聴プログラム公開の容疑の少年を逮捕 

 テレビの有料放送視聴に必要な B-CAS カードがなくても、無料で不正視聴でき

るプログラムを作って、インターネット上に公開したとして１７歳の無職少年が逮

捕された。B-CAS カードの不正改造による事件は相次いでいるが、不要となるプ

ログラム提供によるものは全国初。 

 少年は、ネット上で見つけたデジタル放送に関する仕組みに関する説明資料を読

み解き独学でプログラムを開発した模様。  （参考：福井新聞、日刊県民福井、毎日新聞） 

６/１０ 

●子どものスマホ使用に関して、保護者の 7 割は不安 

 スマホを持つ子どもの保護者の 7 割以上がウイルス感染等のセキュリテ

ィ面で不安を感じる一方、安全のためにアプリやサービスの利用制限は 3 割

程度にとどまっていることが、情報セキュリティ会社の調査で分かった。 

 不安要素で最も多かった（複数回答有）のは、ウイルス感染（40%）、詐

欺など不正サイト接続（35%）、見知らぬ人と連絡を取ったり会ったりする

（34%）、誹謗中傷される（29%）などがある。 

（参考：福井新聞） 



６/１１ 

●「なりすまし」は人権侵害 

 インターネットの会員制交流サイトで自分に成りすました人物を特定するた

め、プロバイダーに情報開示を求めた訴訟の判決で、大阪地裁が、他人にな

りすまされない権利を「アイデンティティー権」として認めたことが分かっ

った。 

 ＳＮＳでは、ネット上の匿名性を背景に、他人名義のアカウントを作っ

てなりすまし勝手に発言するなどの被害が問題化しているが、この権利が

定着すれば、このような行為の防止や被害回復が進むとみられている。 

                   （参考：福井新聞、日刊県民福井、中日新聞） 

６/１５ 

●大手旅行会社から７９３万人分の個人情報が流出した可能性 

 個人情報流出の経緯 

 3 月１５日：子会社のＰＣに届いた取引先を装ったメールの添付ファイルを開きウィルス感染 

   １９日～：子会社のサーバーで内部から外部へ不審な通信 

 ４月 １日：外部侵入者がサーバー内に作成したデータファイルの存在を確認 

 ５月１３日：侵入者作成ファイル内に個人情報が含まれることを確認、個人情報流出の可能性が判明 

（参考：毎日新聞、福井新聞） 

 

平成 25 年の公職選挙法改正によりインターネットを使った選挙運動が解禁
されました。 
そこで、確認です。次の文①～④の中で、選挙運動として許されていないの
はどれでしょう？ 
①高校 3 年生（18 歳）が、投票日当日に「これから選挙に行く人、○○さ 
 んに投票してね」と SNS で呼びかけ。 
②１９歳の大学生が、投票日１週間前に「今度の選挙は△△さんを当選させ 
よう！」と電子メールで選挙運動。 

③高校 3 年生（18 歳）による投票日前々日の「××候補に投票しよう」とのツイートを、２歳年下の弟がリツイート。 
④６月上旬、７月の参院選挙に向けてインターネットを使った選挙運動を１９歳の大学生が開始。 

（参考：総務省 HP http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/） 
★解答：選挙運動で NG なのは①～④すべてです★ 

各学校から、ネット利用に関する出前講座のお問い合わせを数多くいただきました。「青少

年のインターネット利用環境づくりハンドブック（内閣府）H27.10 作成」にあった出前講座

実施機関の一覧を掲載いたしますので、ご参考にお使いください。 
 

・ＦＭＭＣ(総務省・文科省支援)e-ネットキャラバン事務局 
・ＮＴＴドコモ『ケータイ安全教室事務局』   ・ＫＤＤＩケータイ教室事務局 
・ソフトバンク ・ニフティ ・ＭＩＡＵ ・違法･有害情報相談センター(総務省支援) 
・情報教育研究所 ・株式会社ディー･エヌ･エー ・グリー株式会社 ・ＬＩＮＥ株式会社 

（機関名はハンドブック掲載順） 
 

「家庭の日」推進テーマ 7 月「太陽の下で、からだをきたえよう」 

「青少年育成の日」推進テーマ 7 月「親子の対話を深め、青少年の心の変化に気を配ろう」 

 

 

 

本メールに関して御質問、お問い合わせがある場合は下記まで御連絡ください。 

【担当】福井県安全環境部県民安全課 金森 

  ☎:0776-20-0745（直通） ﾒｰﾙ:m-kanamori-mi@pref.fukui.lg.jp 


